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「 
玉 
」
は
、
玉
川
町
の
大
字
地
名
の

た
ま

一
つ
で
、
近
世
の
「
玉
村
」
に
当
た

る
地
域
で
あ
り
ま
す
。
高
梁
川
の
右

岸
に
あ
っ
て
西
か
ら
大
谷
川
と
増
原

川
が
玉
川
と
な
っ
て
流
れ
、
高
梁
川

へ
合
流
し
て
い
る
付
近
に
、 

勘  
場 
、

か
ん 

ば

舟
津
、
寺
の
下
、
大
沢
な
ど
の
集
落

と
上
流
の
高
梁
側
と
成
羽
川
が
合
流

す
る
付
近
に 
神  
崎 
の
集
落
が
あ
り
ま

こ
う 
ざ
き

す
。

　

「
玉
」
の
古
代
や
中
世
の
歴
史
は
明

ら
か
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
大
日
本
地

名
辞
書
」
に
、「
和
名
抄
」
の
下
道
郡

 
呈  
妹 
郷
が
書
か
れ
、
そ
の
呈
妹
の
庄

て 

ま

が
川
上
郡
「
玉
」
に
転
じ
た
も
の
だ

と
説
明
し
て
い
ま
す
。「 
大 

だ
い 

嘗 
じ
ょ
う 

会 
和
歌

え

集
」
に
玉
村
が
詠
ま
れ
て
い
て
（「
備

中
国
名
勝
図
会
」・「
備
中
誌
」・「
川

上
郡
誌
」）、「
後
一
乗
院 
長 
ち
ょ
う 

和 
五
年

わ

（
一
〇
一
六
）
十
一
月
二
日
、
主
基
備

中
国
」
と
し
て 
善  
滋  
為  
政 
の
歌
と
し

ぜ
ん 

じ 

た
ね 
ま
さ

て
「
く
も
り
な
き
月
日
に
そ
へ
て
い

と
ど
し
く
（
益
々
）
光
ま
さ
れ
る
玉

の
村
か
な
」、
ま
た
玉
田
村
と
し
て 
永 
え
い

 
承 

し
ょ
う

元
年
（
一
五
〇
四
）
の
藤
原
家 
経 

つ
ね

の
歌
に
「
水
き
よ
み
玉
田
の
村
に
家

ゐ
し
て
う
う
る
さ
な
へ
は
長
ひ
し
の

い
ね
（
稲
の
名
）」
の
古
歌
も
あ
っ
て
、

当
時
、
こ
の
地
域
を
「
玉
村
」
と
か

「
玉
田
」、「
玉
田
野
」
な
ど
と
呼
ん
で

い
て
、
主
基
方
（
近
江
・
丹
波
・
備

中
に
固
定
さ
れ
て
い
た
）
の
名
所
と

し
て
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
戦
国
期
に
「
玉
」
の
地
名

が
見
え
、「
備
中
兵
乱
記
」
に
松
山
軍

之
事　

天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
三

月
一
六
日
卯
の
刻
（
午
前
五
時
〜
七

時
）
毛
利
勢
が
高
梁
川
右
岸
か
ら
左

岸
へ
打
ち
渡
っ
た
と
こ
ろ
が
「
玉
の

渡
り
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
舟
津

に
は
標
高
二
四
五
�
に
「
玉
の
城
山
」

が
あ
っ
て
、
小
規
模
な
が
ら
堀
切
り

や
土
塁
と
思
わ
れ
る 
削  
平  
地 
が
残
っ

さ
く 
へ
い 

ち

て
い
ま
す
。

　

近
世
に
は
、
幕
府
直
轄
領
、
元
和

三
年
（
一
六
一
七
）
成
羽
藩
領
、
寛

永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
水
谷
氏
の

松
山
藩
領
、
そ
の
後
再
び
幕
府
領
、

元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
再
び
松
山

藩
領
と
な
り
、
安
藤
氏
、
石
川
氏
、

板
倉
氏
と
移
り
変
わ
り
明
治
を
迎
え

て
い
ま
す
。
石
高
は
「
正
保
郷
帳
」

（
一
六
四
五
〜
四
六
）
で
は
一
三
〇
石

余
、「
天
保
郷
帳
」（
一
八
三
四
）
で

は
二
八
八
石
余
、「
備
中
村
鑑
」
に
は
、

板
倉
周
防
守
様
御
城
下
と
し
て
玉
村

二
八
七
石
余
、
庄
屋
堀
理
代
太
と
書

い
て
い
ま
す
。

　

舟
津
は
矢
掛
往
来
の
入
口
と
し

て
、
ま
た
松
山
村
へ
の
渡
し
場
と
し

て
、
高
瀬
舟
の
川
湊
と
し
て
栄
え
た

反
面
、
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）

に
は
大
洪
水
で
多
く
の
被
害
を
被
っ

て
い
ま
す
。

　

寺
の
下
に
は 
康  
永 
二
年
（
一
三
四

こ
う 
え
い

三
）
創
建
と
い
わ
れ
る
玉
泉
坊
（
真

言
宗
）
が
、
勘
場
に
は
康
永
二
年
銘

の
石
塔
婆
の
あ
る
八
幡
神
社
が
あ
り

ま
す
。
舟
津
に
も
康
永
二
年
の
古
い

石
塔
婆
が
残
っ
て
い
て
、
康
永
の
頃

に
こ
の
地
に
阿
弥
陀
信
仰
が
根
付
い

て
い
た
こ
と
が
思
わ
れ
る
の
で
す
。

神
崎
に
は
高
瀬
舟
の
船
頭
の
信
仰
で

知
ら
れ
る 
神  
崎 
神
社
が
あ
り
ま
す
。

こ
う 
ざ
き

　

「
玉
」
と
い
う
地
名
の
由
来
に
つ
い

て
は
、
①
古
代
地
名
の
「 
呈  
妹 
」
が

て 

ま

「
た
ま
」
に
な
っ
た
。
②
入
江
に
水
が

た
ま
る
意
味
か
ら
「
た
ま
り
田
」「
玉

田
」
ま
た
は
「
玉
田
野
」
と
呼
ば
れ
、

「
た
わ
ん
だ
地
形
」
を
意
味
し
た
。
③

「
た
ま
」
の
地
名
は
多
い
が
、
接
頭
語

や
当
て
字
で
「
宝
の
石
」
と
か
「 
勾 
ま
が

 
玉 
」
な
ど
神
器
の
一
つ
と
し
て
神
聖

た
まな

シ
ン
ボ
ル
の
意
味
と
し
て
、
ま
た

「
た
ま
」
は
「 
霊 
」「 
魂 
」
に
通
じ
て

た
ま 

た
ま

神
聖
な
場
所
の
意
で
神
社
を
さ
し

た
。
な
ど
の
由
来
説
が
考
え
ら
れ
る

の
で
す
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

四
十
三　
　

玉

寺の下から舟津の方面を見る
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高梁中央図書館

成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイツ星原
→鶴鳴保育園→市営栄町住宅→雇用促
進住宅→黒川商店（日名地区）→枝中央
地区→成美保育園

午　前
9：00～12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・山本地区
→小泉・東地区→布寄小学校→中野・迫
地区→吹屋小学校→向井商店（坂本地
区）→田原保育園 

午　後
１３：00～1６：00

��２９１２

毎週木曜日の午後
２日�，９日�，１５日�，２３日�，３０日�

開館時間

　時限爆弾により機長を失
ったジェット機は、女性副操
縦士の奮闘で空港へ。しかし
突然、通信が不能となり�。
権力同士のつばぜり合いと、
最後まであきらめない女性
パイロットの姿を描くノンス
トップ・エンタテインメント。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前１７日�

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前１９日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

２０日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
２４日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中二公会堂前

２７日�

一般書

霧のソレア
小川怜：著
光文社

６月１０日（火）　６月２４日（火）

　恐竜は 爬 
は

 虫 類？恐竜はみ
ちゅう

んな肉食？恐竜なんでもウ
ソ・ホント問題や三択クイ
ズ、ドラえもん恐竜検定な
ど、クイズやパズルを楽しみ
ながら恐竜たちの情報が分
かる本。

児童書

ドラえもんの
びっくりクイズ恐竜館
藤子・Ｆ・不二雄：キャラクター原案、
三谷幸弘：まんが
小学館

9：00～ 17：00

きりがみあそび
「ちょうちょのブーメラン」

７日�

ビデオ「そんごくう」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

１４日�

おりがみあそび「かたつむり」２１日�
えほんのよみきかせ
「９９９ひきのきょうだい」

２８日�

開館時間 9：00～ 17：00

一般書

そうか、
もう君はいないのか
城山三郎：著
新潮社

　最愛の妻・容子が逝った…。

よみがえる面影。声にならぬ悲

しみ。最期まで天真らんまんだ

った君よ…。五十億の中でただ

一人、「おい」と呼べる妻への

愛惜の回想記。

毎週月曜日

�� 月月

休館日

休館日


